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　いきいき今津まちづくり協議会が発足して令和６年（2024年）で10年を迎えました。
　今津校区の人口は、昭和30年（1955年）には6,886人でしたが、その後の高度経済成長ととも
に若者の都市部への流出等により人口減少が続き、平成26年（2014年４月）には人口4,142人と
なり、その10年後の現在、令和６年（2024年４月）は、3,757人となっています。
　このような状況の中で、中津市は中心市街地対策の対象外で中津市中心部から遠距離にある今
津校区をモデル地区に選定し、「地域活性化室」を平成26年4月に設置しました。
　また、新公民館長の宝珠山氏が中心となり10年後、20年後の今津校区の活性化を目指し、学校
や家庭、自治会や各種団体がつながる組織づくりを進めることを地域に投げかけて、住民主導の
地域づくりのための取り組みも開始しました。そして「地域活性化室」の設置やコミュニティー
センターの建設計画も追い風となり、平成26年７月に同協議会が発足されました。
　このたび10周年を記念して、これまでの活動を振り返り記録として残すとともに、次の10年に
向けてこれまでの成果や課題を整理し、今夏実施した住民及び小中学生アンケート結果を踏まえ
て、これからの活動計画を提案することとしました。
　なお、この冊子は協議会の10年の歩みとこれからの活動方針を多くの方に知ってもらうことを
目的にしていますので、写真を中心に編集しており、記事・内容は簡潔にしています。
　協議会設立から現在に至る記録やこの間のアンケート内容等の詳細については、別途記念誌＆
10年計画として作成しており、今津コミュニティーセンターに保存しています。

犬丸川・今津地区（広瀬橋）から八面山を展望

は  じ  め  に
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ごあいさつ
いきいき今津まちづくり協議会　 会長　萩　原　道　信　

　まちづくり協議会が設立されてから10年が経過しました。この間、多くの校区住民の皆様の参
加、参画に対しまして協議会役員を代表して厚くお礼申し上げます。
　特に、設立までの経過では、各自治区の有志の皆様や（旧）公民館長の熱意のもと、市の関係
者等のご支援により立ち上がったことは、この記念誌に記載のとおりであり、敬意と感謝を申し
上げます。こうして発足した協議会により、校区の一体的な活動がしやすくなり、各自治会の間
の風通しも良くなってきたのではないでしょうか。
　この10年を契機に、これまでの活動を振り返るとともに、これからの10年の活動に目標を持っ
て進むために、この記念誌＆計画書（提案書）を作成しました。
　今津が住民同士のつながりのある、安全で安心して暮らせるまちをこれからもみんなで創って
いきましょう。

祝　辞
中津市長　奥　塚　正　典　

　「いきいき今津まちづくり協議会」が平成26年の設立から10年の節目を迎えられましたことを、
心からお慶び申し上げます。
　貴協議会は、設立以来、地域の皆様と共に、様々な事業に取り組んでこられました。特に今津
校区ふれあいわいわい祭りや納涼盆踊り大会、ごみゼロ運動など、地元の小中学校とも連携した
活動は、地域の皆様の連帯意識を高め、住みよいまちづくりに大きく貢献されたものと確信して
おります。
　また、近年は、海外からの技能実習生との交流を積極的に行うなど、時代の変化に合わせた新
たな取り組みにも挑戦されています。
　貴協議会の皆様の、常に前向きな姿勢と地域への熱い想いに深く敬意を表すとともに、今後も
貴協議会が中心となって、地域の皆様の力を結集し、更なる地域の活性化に向けて取り組んでい
ただきますようお願い申し上げます。
　結びに、貴協議会の益々のご発展と、会員の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げ、お祝いの
言葉といたします。
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１．まちづくり協議会の設立経緯

①協議会設立の背景
●�地域づくりを担う団体がどれもメンバーが固定化されており、高齢化も進んでいるため、今津

校区の10年後、20年後が心配である。
●�地域にいろいろな団体があり、それぞれが独自に活動しているが、団体同士が連携し、相談や

協議ができる場所が欲しい。
●��今津校区の地域づくりにおける実態調査（住民アンケート）の結果から
　・�８割以上の人が、今津に愛着を感じ、住み続けたいと思っているので、将来的に地域の課題

を解決していく地域づくりに取り組む必要があることが分かった。
　・�地域づくりの進め方については、行政に頼るだけでなく、住民もその主者になるべきだとい

う意見が一番多く、ほとんどが地域づくりの活動に協力するという回答であり、住民主導の
地域づくりが期待できた。

　・�地域づくり活動には校区を暮らしやすいまちにしていこうと思う住民の意識と住民同士のつ
ながりがあるということがわかった。住民がつながり、意識を高める場をつくる必要があった。

（その他関連事項）
・�平成25年度、26年度『公民館活性化に向けた調査研究事業』のモデル公民館として、大分県か

らの指定を受ける。
・�平成25年 今津コミュニティーセンター建設着工。27年５月、新しく「今津コミュニティーセ

ンター」として開館し、新しい出発をする。
・�平成26年４月、中津市の「周辺地域活性化事業」により旧今津公民館に地域活性化室が設置さ

れる。

建設中 完　成

今津コミュニティーセンター

いきいき今津まちづくり協議会 10年の歩み
第１部
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②地域づくりアンケート調査実施
　平成26年３月に校区全世帯を対象にして「地域づくりアンケート」を実施し、住民の意識調査
をした。その集計結果の概要は下記図表のとおりである。

③今津校区まちづくり協議会設立に向けて
　今津公民館の事業である「今津校区協育ネットワーク会議」の中で協議会設立に向けての協議
を行い、平成26年５月21日第1回今津校区協育ネットワーク会議終了後、６月末をめどに設立に
ついての提案をしていくことが承認された。
　平成26年６月３日に第１回設立準備委員会「いきいき今津コミュニティー協議会(仮称)」を開
催した。この準備委員会では役員体制、協議会名称、アンケート分析、そして当面必要と思われ
る「部会」の設置及び協議会運営等々について、協議が行われた。また、協議会会則の原案作成
を協議するために、以後、第２回を６月９日、第３回を６月17日、第４回を６月27日に開催し、
７月１日の設立総会に至った。

●平成26年７月１日　設立総会

いきいき今津まちづくり協議会　設立

☆地域づくりの進め方

☆地域の課題は何ですか？

30.6%180地域と行政が同じ立場

43.1%254地域住民が主導で行政が支援

10.7%63行政が主導で地域住民が協力

15.4%91無

○買い物環境
○医療環境
○保育環境
○福祉環境
○雇用環境 等

☆これからの地域づくり
活動について

5.6%33
積極的に

協力したい

81.0%477
できることは
協力したい

4.9%29
あまり

協力したくない

8.5%50無

*

①住民同士のつながり ６１％

②住民の意識 ４３％

☆地域づくり活動に重要なこと
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２．まちづくり協議会の発足

●ワークショップの開催
　発足後、香川大学教授の清國祐二先生の御指導のもと、まちづくりワークショップを２回にわ
たって開催し、これからのまちづくり協議会の目標や活動内容について熟議を深めた。

●第１回 今津校区まちづくりワークショップ　Ｈ26.8.20

　・�グループごとに今津校区の課題を共有し、課題解決のための校区全体の目標について話し合った。

●第２回 今津校区まちづくりワークショップ　Ｈ27.3.13

　・部会ごとにスローガンを考え、スローガンに基づいた具体的な活動を話し合った。
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３．まちづくり協議会組織及び活動の変遷

①設立総会時の組織等（平成26年度～ 28年度）
　1） 平成26年度

　名称は、「いきいき今津まちづくり協議会」とし、組織は会則に基づき、専門部会は当初、
「総務部会」、「環境衛生部会」、「児童・生徒部会」で発足した。
　なお、最高議決機関は会則により総会（各団体役員、公民館サークル代表、校区住民等が
会員）とした。

　2） 27年度～ 28年度
　27年度は、専門部会として新たに「福祉部会」及び「協育部会」、「イベント部会」を設
置し、それぞれのスローガンに基づいた活動の充実を図った。

②平成29年度～ 30年度
　平成28年度までは、同協議会の事業の取組み内容は各専門部の部長・副部長会議で決定し、各
部会員や各地区、関係団体等と連携して実施してきたが、行事等の内容によってはこの連携に時
間や労力を要してスムーズな取り組みができない場合もあり、課題となっていた。
　そこで平成29年３月から、これまで行ってきた専門部会の「部長・副部長」定例会を発展的に
解消し、校区各自治委員、各団体（女性学級、民生・児童委員、学校長等）の代表を加え校区全
体の諸活動を対象議題とした拡大された今津コミュニティーセンター定例会議として発足した。
いきいき今津まちづくり協議会の事業や取り組みもこの会議の中で協議することとなった。

協議会組織

総
務
部
会

事
務
局

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー ●各部長・副部長による定例会（毎月第 1火曜日）

環境衛生部会

児童・生徒部会

イベント部会

協育部会

福祉部会

みんなで創ろう「きれいな街」（川・花・心）
　・地域美化・衛生等、環境にかかわること

みんなの今津クリーンアップ大作戦
　・小中学生、学校の立場から協議会との連携・協働

わくわく広場
　・イベント開催にかかわること

郷土の歴史をみんなで学ぼう！
学校・家庭・地域の力で子どもがいきいき！！
　・学校支援ほか教育の協働にかかわること

みんなで行こうえ　地域のサロンへ。ぬくいで。
私が住みやすいまち・あなたも住みたくなるまち
　・福祉、ボランティア等にかかわること



 7 

③令和元年度（平成31年４月含む）～令和６年度
　1） 令和元年度

　平成20年６月に設置された「今津校区協育ネットワーク会議」の学校支援のこれまでの
取組みや「いきいき今津まちづくり協議会」の校区一体での活動などが評価され、平成31
年４月、中津市で初めての学校運営協議会（今津校区コミュニティ・スクール）が今津小学
校及び今津中学校に指定された。
　地域と学校、保護者が協働して学校運営することとなり、第１回目の会議を同年４月に
開催した。これに伴い、学校支援組織として「今津校区学校応援団実行会議」を新たに組
織し、これまでの学校支援をより充実する体制を整えた。

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度を導入している学校）

・協議会の設置
（努力義務）

・委員の任命
・協議会の適正な
運営を確保する
措置

中津市今津校区コミュニティ・スクールのイメージ

中津市
教育委員会

大分県
教育委員会

学校運営や必要な支援に関する協議

学校運営への支援及び協力を促進し、子どもの豊かな学びと育ちを創造

今津小学校・今津中学校

小中校長

説明

承認

委員︓１５名（任期1年）
地域住民・保護者・学識経験のある者、
学校運営に資する活動を行う者など

学校運営協議会
学校運営・教育活動
学校評価 等

説明

意見

保護者・地域住民等

職員の採用等に
関する意見

委員の任命

・積極的な情報発信
・学校運営への参画促進

学校運営への必要な支援に
対する理解と協力

意見
職員の採用等に
関する事項
※特定の個人に
　対する意見を
　除く

校長の経営
方針がよく
分かった

特色ある教育
活動の意義が
よく分かった

私たちに
支援できる
ことはない
かしら

私たちに、
何かできる
ことはない
かしら

意見

支援・サポート

支援・協力依頼

学校運営に関する基本的な方針
・教育目標・経営方針
・教育課程の編成に関すること

等

今津校区学校応援団実行会議
限られた時間の中で、
教師が子どもと向き
合う時間を十分に確
保するためにも、学
校運営協議会の役割
が重視されてきてい
ます。

・自治委員　10名
・いきいき今津まちづくり協議会会長
・老人クラブ連合会会長
・青少年健全育成協議会会長
・民生委員・児童委員協議会会長
・更生保護女性会会長
・今津小学校校長
・今津小学校ＰＴＡ会長

・今津中学校校長
・今津中学校ＰＴＡ会長
・地域活性化係長（行政）
・生涯学習教室運営委員会委員長
・女性学級運営委員会委員長
・いきいき今津まちづくり協議会  専門部長、副部長  14名
　（実人数　25名）

今津コミュニティーセンター定例会議
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　2） 令和２年度～４年度
　新型コロナの感染拡大により各種行事の活動に制約を受けた期間であったが、その中で
も事業規模を縮小するなど可能な限り行事の継続に取り組んだ。
　なお、コロナ禍で新たに実施した行事は次のとおり
　・�令和２年度、納涼盆踊り大会は中止としたが、代わりとして元気を届けるべく「打ち

上げ花火」を無観客ではあったが今津漁港内で実施した。
　 ・�令和３年度、今津校区内の史跡等を家族や友人同士でめぐる三世代交流ウォークラリー

大会を実施し、各地区から多くの参加者があった。

●今津校区 三世代交流ウォークラリー大会

今津校区学校運営協議会の様子

令和２年２月26日 令和３年２月25日
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　3） 令和５年度～６年度
　新型コロナ感染症は落ち着いてきたが終息には至ってない中、国は新型コロナの感染症
の位置づけを通常の感染症とした。このような背景もあり、令和５年度からは各専門部会
の各種事業も通常の活動に戻し、令和５年11月にはまちづくり協議会と共催の「今津ふれ
あいわいわい祭り」も４年ぶりの開催となった。

４．これまでの活動の具体的取り組み ～ 専門部会の活動紹介

①環境衛生部会
　環境衛生部会は、協議会設立当初から地域の美化・衛生など環境にかかわる活動に取り組み、
花いっぱい運動として県道沿いの花壇の造成から花植え、小学校と連携した川の水質調査や清掃
活動などを行ってきた。
　また、「水辺に遊ぶ会」の支援のもとに絶滅危惧種であるベッコウトンボの観察会の実施や生
息地の清掃の支援活動にも小学校とともに取り組んできた。
　その他大分県が主導して平成27年に組織された「豊かな水環境創出　五十石川流域会議」（宇
佐市天津地区・長峰地区、中津市今津地区）のメンバーとなり、五十石川の水環境に親しみ、水
質等の改善に関する普及・啓発活動に取り組んでいる。

　　　　　 　　●花いっぱい運動
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●ベッコウトンボ観察会　　　　　　　　　  ●五十石川の水質調査

②福祉部会
　今から10年前の頃は校区内の高齢化率が約35％であった。
　一人暮らしの人や高齢者の中には、家族が仕事で出かけた後、一人で家の中にいる人も多いと
聞き、そのような人達に「一歩外に出てお茶でも飲みながらおしゃべりしませんか…」と声掛け
をして始めたのがふれあいサロン「あい☆いまづ」である。
　そして、平成27年12月21日に「ふれあいサロン あい☆いまづ」の第1回目を手探り状態でス
タートした。参加者はスタッフ込みで約100人、多い時には124人の参加があった。
　令和元年12月16日の第13回目を終え、しばらくは新型コロナの関係で令和2年4月から令和3年
4月まで休会した。
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　再開後、まだまだコロナ禍の影響はあったが、体温測定・うがい・手指消毒・マスク着用、30
分に１回の換気等に気を付け実施した。喜んでいただいていたご飯物のお土産を辞めることにし
て会費を300円から200円に下げた。
　また、密を避けるため校区を2つに分けて再スタートとなった。
　それから10回目を過ぎたが、多人数では出来なかった道具を使ったゲーム等も出来るようにな
り、コロナ前の活気も戻ってきている。

　最近では、手順も良くなり、行事をほぼ時間通りに終えることが出来るようになってきたが、
少しマンネリ化の傾向もあり、何かよい策がないかと福祉部会でも取り上げているところである。
　その他には年２回のうた声サロンと年１回のお買い物バスツアーを実施している。

●ふれあいミニサロン　　　　　　　　　　  ●お買い物バスツアー
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③協育部会（元「児童・生徒部会」含む。）
　今津校区のまちづくりを進めていく上で、子ども達に地域活動に参画する機会を与えることは将
来の地域の活力につながるという思いで、設立時に専門部会として「児童・生徒部会」を設置した。
　そして、『家庭・地域の力で子どもがいきいき！郷土の歴史を学ぼう』をスローガンに小学校の
総合学習の時間を活用して小学校６年生を対象に毎年地区内の史跡めぐりの学習支援を行ってい
る。また、地元企業や果樹・野菜農家などへの見学を通じての社会学習、更に田植えや稲刈りなど
の体験学習の支援などを行っている。
　そして、協議会設立時には専門部会の「児童・生徒部会」で今津クリーンアップ大作戦として空
き缶・ごみ拾いを学校と地域で行っていた。しかし、このクリーンアップ活動は専門部会組織の改
正により、協育部会が地域の取組として引き継ぎ現在にいたっており、 児童・生徒だけでなく、多
くの保護者や住民も参加するようになってきている。

●『今津タイム』（地域サポーターによる採点補助）

【協育部会】
●学校支援活動

●郷土史学習会

●校区歴史探訪
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④イベント部会
　多くの地域住民が参加・交流できるイベントの開催は協議会のメイン事業として取り組むことと
し、当初「納涼盆踊り大会」「三世代交流運動会」を企画し実施することとした。

●納涼盆踊り大会
　平成27年8月22日に第１回目を開催し約730人の参加があり盛り上がった。毎年８月に開催し
ているが、令和２年、令和３年はコロナ感染症のため中止した。
　令和４年から再度毎年開催し、令和６年で第８回目の開催となった。地元企業の技能実習生の
外国人も毎年参加するなど、校区をあげての大イベントになっている。

●三世代交流運動会
　平成28年5月15日にコミュニティーセンター多目的広場にて第1回を開催。
　平成30年3月に第2回目を実施、平成31年３月に第３回目を開催した。
　この運動会は世代間の交流と地区の対抗戦として行ったことから、参加者は大いに盛り上がり、
企画としては成功であったが、準備に人手が多くいることや参加者の地区ごとの募集人員を確保
することに労力を要し、参加者が固定化する傾向があった。さらには令和２年からコロナの流行
もあり、以後行っていない。
　しかしながらこの行事は地域内、三世代間の交流に効果があるイベントであり、今後内容の見
直し等で条件が整えば再度実施することも検討していきたい。

【 イベント部会】　納涼盆踊り大会
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●三世代交流ウォークラリー大会
　コロナ禍で様々なイベントを中止しなければならない状況の中、感染対策がしやすい野外での
活動ということで令和３年10月に実施した。
　コロナによって運動不足になりがちなため、健康に良いウォーキングを取り入れ、地域住民と
子ども達を募集して校区内に散在する史跡を巡った。子どもから高齢者まで幅広い参加者があり
内容のある大会となった。
　なお、この大会は、行政の支援を受け行うことができたが、事前準備で多くの人力を要すなど、
毎年の開催は困難であることからこの年限りとなっている。
　この企画も校区全域にわたる住民参加のイベントとして好評であり、今後条件が整えば再度実
施することも検討していきたい。

【 イベント部会】　今津校区三世代交流運動会
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●ふれあいわいわい祭り
　わいわい祭りは平成20年から学校と公民館並びに地域の各種団体が共催で始まったイベントで、ま
ちづくり協議会は平成27年度の第８回大会から参画し、イベント部会の主要な事業となっている。

⑤総務部会
　総務部会は、他の専門部会に属さない事業または事務を行うとともに事務局と連携しながら専門
部会間の連絡調整を主な業務としてきた。
　このため、部会としての外部に向けた事業は当初は行っていなかったが、平成29年度からの校区
定例会議での防犯や防災に関する提案も出てくるようになった。
　そこで部会員である各地区自治委員が中心となって、校区の防災に関する研修会や安全・安心に
係る交通安全や防犯に係る看板やのぼり旗などによる啓発を行った。
　また、市の事業である青色灯防犯パトロールを２台登録し、下校時を中心に週１回実施している。

【 イベント部会】　ふれあいわいわい祭り
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●通学路、校区の安全対策

●防災訓練の様子

５．活動者の声

●於久　光正 さん （初代・まちづくり協議会会長）
　平成26年７月の設立総会にて会長に選出されたのですが、活性化についての知識もなく悩ん
でいた時、香川大学の清國祐二先生のワークショップ時の講義でノウハウを学び道筋が見えた
感じがしました。
　市の補助金を基にスローガンでもある「安心・安全・きれいなまちづくり」を実践するため、
先ずは誰が見てもわかりやすい県道沿いと県道横の遊休地のミニ公園に花を植えました。きれ
いな花が咲いた時にはスタッフ一同感激しました。
　次に、地域の人達が一堂に集うことを考え、納涼盆踊り大会を企画・実施しました。予想以
上の方々が参加し楽しく踊っている盆踊りは大成功でした。
　また、地域の大人と子どもが楽しいひと時を過ごせるイベントを考えて、三世代交流運動会
を実施。高齢者から子どもまで、世代を超えて一緒に楽しく競技をしている姿は、ほほえまし
く感じました。
　今後は、一連の行事を通じ地域の人達と学校、加えて外国人を含めた国際交流を深め、今津
校区の活性化につながるよう頑張っていただきたいと思います。



 17 

地域ぐるみで子ども、学校を見守り、育む、
安全・安心な地域づくりを目指して…

●小西　久美子 さん
　10年前の７月、この協議会が誕生し、先ずは花植えから始まりました。
場所は県道鍋島植野線沿いの鍋島地区で花壇を７地区に分け、１年に２回、植え替えて早や10
年が経ちました。
　また、毎年８月の盆踊り大会は今や校区の一大イベントになっていて世代交流も出来、これ
からもずっと続けて欲しい行事です。
　今津校区全体が明るく住みやすい町になるよう、これから若い人達にも積極的に関わっても
らい、次の世代に引き継いでください。

●川合　俊人 さん
　10年前、初代 於久光正会長の下で、今津校区の自治委員会、校区内の各団体の方々、今津
小中学校の校長先生をはじめ諸先生方、PTA役員の方々、今津公民館長等々多くの協力者によ
り発足出来ました。
　県道の美化活動の花植えを皮切りに「夏の盆踊り大会」、「秋のふれあいわいわい祭り」等々、
今津校区の活性化に多大な効果があったと思います。
　これからも今津校区を若い力で盛り上げていただきたいと思います。
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６．歴  代  役  員

役　職　名 氏　　名 役　職　期　間

会 　 　 長 於 久 光 正 平成２６年７月　～　平成３１年３月

〃 萩 原 道 信 平成３１年４月　～　現在（令和７年３月）

副 会 長 小　西　久美子 平成２６年７月　～　現在 （令和７年３月）

〃 川 合 俊 人 平成２６年７月　～　現在 （令和７年３月）

事 務 局 長 宝珠山　照　人 平成２６年７月　～　平成２７年３月

〃 金 丸　　 隆 平成２７年４月　～　現在（令和７年３月）

〔 専　 門　 部 〕

総 務 部 会 長 於 久 光 正 平成２６年７月　～　平成３１年３月

〃 萩 原 道 信 平成３１年４月　～　現在 （令和７年３月）　

福 祉 部 会 長 梶　屋　美恵子 平成２６年７月　～　現在 （令和７年３月）

環境衛生部会長 近 松 昭 二 平成２６年７月　～　令和 ６ 年３月

〃 足 立 圭 司 令和 ６ 年４月　～　現在（令和７年３月）

児童生徒部会長 池 永 正 博 平成２６年７月　～　平成２９年３月　

〃 五十川　孝　正 平成２９年４月　～　平成３０年３月

協 育 部 会 長 友　松　恵美子 平成２６年７月　～　平成３０年３月

〃 黒 川 和 幸 平成３０年４月　～　平成３１年３月

〃 杉 下 誠 一 平成３１年４月　～　令和 ５ 年３月

〃 木ノ下　正　弘 令和 ５ 年４月　～　現在（令和７年３月）

イ ベ ン ト 部 長 川 合 俊 人 平成２６年７月　～　平成３１年３月

〃 黒 川 純 廣 平成３１年４月　～　令和 ６ 年３月

〃 小 西 義 典 令和 ６ 年４月　～　現在 （令和７年３月）

※ 組織改正により児童生徒部会は廃止し、部会事業は協育部会が引き継ぐ。

※
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いきいき今津まちづくり10年計画（提案書）
第２部

２０２５年４月～２０３４年３月

　少子高齢化が急速に進み人口の減少も続く中、今津地域に住む私たちが、これからもいきいき
と明るく住みやすいまちを持続していくためのまちづくりについて、令和６年に行った全世帯ア
ンケートの結果を基に、子どもから高齢者の皆さんまで、みんなで取り組む、これから10年間の
活動方針（活動の柱）を提案します。また、この方針を実践するための「いきいき今津まちづく
り協議会」の具体的な活動計画を定めます。

今津コミュニティーセンター周囲の景観

スローガン（目指す姿）　　　　　　　　　　　　　　　　

いきいきと明るく安全で安心して暮らせるまち今津



 20 

１．令和６年のアンケート結果から（ アンケートでわかったこと）

①　�今津校区が住みやすいと回答した方が、前回（平成26年）アンケートより10％（79％
→69％）減少した。

②　�イベント参加した方の過半数（58％）の方が良かったと感じている。

③　�「まちづくり協議会の活動をどう感じているか」の質問に無回答の方が38.3％（265名）あり、
協議会の活動を知らない住民が多い。

④　�まちづくり協議会の活動を更に良くするには、「現イベントの充実」「福祉支援の充実」「防
犯活動の充実」が挙がっており、これからの活動に重点を置く必要がある。

⑤　�「行政サービス」のまちづくり協議会の活動への重要度が、前回（平成26年）四番目から今回
は二番目に上がった。

⑥　�今津校区で生活していて困っている事、取り組んで欲しい事の上位は
　　・福祉・介護サービス（高齢者、障がい者支援など）
　　・環境保全活動（地域の美化、ごみ回収、自然環境の保全など）
　　・防犯対策・交通安全活動（防犯パト、交通安全の啓発、安全施設の整備など）

⑦　�その他、まちづくり活動についての希望・意見
　　・買い物が出来る場所（スーパー等）が欲しい
　　・高齢者の交通手段の確保
　　・空き家、空き地の対策
　　・ごみ対策（ごみのポイ捨てが多い）

⑧　�小中学生の望む地域は
　　〈小学生〉
　　・安全で自然豊かな文化の継承がされている地域　
　　・ゴミのポイ捨てのない、きれいな地域
　　〈中学生〉
　　・安全で文化が継承され、イベントの多い地域



 21 

◆アンケート結果の概要

非常感じる

まま感じる

あまり感

じない

住みにくい

①生活は住みやすいですか

国際交流活動

その他

教育環境の充実

文化の継承

防災対策・活動

防犯対策・活動

環境保全活動

福祉・介護サービス

⑥生活で困っている、取り組んで欲しいこと④まちづくり活動に期待すること

その他

新しいイベント

教育支援の充実

防災活動の充実

環境活動の充実

防犯活動の充実

福祉支援の充実

現イベントの充実

その他

今のままでよい

催し物が多い

学習のお手伝いが多い

災害に強い地域

文化が続く地域

自然豊かな地域

安全な地域

⑧地域がどうなって欲しいか（小学生）

その他

今のままでよい

学校支援が多い地域

災害に強い地域

自然豊かな地域

イベントが多い地域

文化が続く地域

安全な地域

⑧地域がどうなって欲しいか（中学生）

大変良かった

良かった

普通

あまり良くなかった

良くなかった

②イベントに参加してどうでしたか
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２．これから10年間の活動の柱（活動方針）

　この活動方針に沿って取り組みを実施していくには、住んでいる皆さん方のご協力と一人一人
ができる範囲での参加・参画が何よりも大事であります。
　そのためには、校区主催の各種行事が参加しやすく魅力的な内容でなければなりません。これ
らの点を踏まえて、これからの具体的な取り組みを計画的に実施し、皆さんとともに「安全で安
心なまちづくり」を目指します。

つながりで
安全・安心

Ⅰ交流活動の充実 Ⅱ福祉の充実
（高齢者・子育て家庭、
障がい者への支援活動）（各種イベントの充実）

Ⅲ自然環境、
史跡および
景観保全活動

Ⅳ 防犯、
防災・減災活動
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３．活動の柱 Ⅰ～ⅣとⅤの具体的な活動内容

Ⅰ 交流活動の充実（イベントの充実）
　 〇�高齢者向け、若い世代向け（子どもを含む。）並びに世代間の交流する企画を募集するなど

企画から参加できる参加型イベントを増やす。
　　 ・地域に住む外国人とのイベントを通じた交流の促進
　　 ・公民館でのサークル数の増と活動の活性化
　　 ・まちづくり協議会イベント部会への参加会員の増
　　 ・各地区の伝統行事への参加・交流

Ⅱ 福祉支援の充実（高齢者・子育て家庭、障がい者への支援活動）
　 〇�ふれあいサロンを通して高齢者の生きがいづくりを継続するとともに高齢単身世帯の見守り

や助け合う仕組みをつくる。
　　 また、必要な家庭への子育て支援等の活動の充実を図る。
　　 ・高齢者の生活全般相談窓口、住民型有償サービスの活用
　　 ・高齢者等単身世帯への訪問活動
　　 ・児童生徒への通学時の見守り、ながら見守り活動
　　 ・子ども食堂に加えて大人と子供が交流できる場の創設を含むボランティア活動

Ⅲ 自然環境の保全、史跡および景観保全活動
　 〇�ごみのない美しいまちづくり、ベッコウトンボなど希少生物の保護並びに周辺環境の保全、

各地区の鎮守の森、河川、海岸などの景観保全活動を学校と協働して行う。
　　 ・学校と地域の合同クリーンアップ活動
　　 ・森、川、池、海岸での自然観察会の実施
　　 ・ごみゼロ運動の看板やポイ捨禁止看板等による広報

Ⅳ 防犯、防災・減災活動
　 〇�防犯、防災及び減災の意識向上を図る活動の定着化
　　 ・通学時の子どもの見守り、青パト2台による下校時等の校区内の巡回
　　 ・�各地区および校区での防災講話等による防災知識・意識の向上、校区合同防災訓練の定期

的実施
　　 ・東交番による定期パトロールの要請および情報交換の定期的開催
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Ⅴ その他の活動
　 〇�地域課題については、行政機関や他地域との連携および交流活動など、様々な機会を通して

継続して要望を行う。
　　  ・�公共交通機関であるバスの増便等による医療機関やスーパー店等への利用の向上（行政等

関係機関への要望等）
　　  ・日常の食品や生活用品を高齢者が徒歩で買い物ができる店舗の確保
　　  ・道路、河川、ため池などの不良個所の整備等インフラ設備の維持強化  等

４．これから10年間で取り組む活動計画

① 総務部会
〈活動方針〉
　各専門部会が実施する事業を各地区住民に広報する役目を担うとともにまちづくり活
動に関わる行政機関への要望や提言を行う。また、他地域との情報交換や連携等を企画
するなど協議会の運営に関する役割を担う。

〈具体的活動〉
　◇防犯活動の推進
　　・�青パト（青色パトロール車）２台による通学時、放課後の見守り活動や子ども（達）

を見かけたら関心をもって見守る「ながら見守り運動」の普及啓発活動
　　・�犯罪のないまちを目指して警察や関係機関の協力を得ながら看板や防犯カメラの

設置等の推進による安心できる生活環境の維持・確保
　◇防災意識の向上と防災訓練の計画的実施
　　・�いつ起きるかわからない地震や風水害、火災に対して、日ごろから防災知識の普

及活動や各種訓練を定期的に関係団体と協力して実施
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② 福祉部会
〈活動方針〉
　これまで実施してきた「ふれあいサロン」、「うた声サロン」「お買い物ツアー」の継
続に加えて、世代間の交流と活動内容の充実を図る。

〈具体的活動〉
　◇ふれあいサロン
　　�　サロン活動の中心となっている中高年層の人たちと子育て親子（幼児を含む。）

など世代間の交流を取り入れたサロン活動　
　◇うた声サロン
 　　�　地域の皆さんと歌を通しての交流の場である「みんなで歌いましょう」コーナー

を設け、参加者の方全員で歌うこと等も実施予定
　◇お買い物バスツアー
　　�　高齢者の皆さんは、買い物はもとより、お食事や会話等の楽しみとの声もあり継

続して実施予定

③ 協育部会
〈活動方針〉
　学校および住民と連携して、「地域と共にある学校」の実現に貢献すると共に、子供
の成長を見守る。

〈具体的活動〉
　・�学校運営協議会、学力向上会議、今津校区学校応援団実行会議などを通じて学校と

地域の連携を強化する。
　・�授業支援、放課後の学習支援活動の充実を図る。⇒　学校と連携してきめ細かな支

援をする。
　　　… 今津タイム、田植え・稲刈り体験、史跡めぐり等
　・�見守り、声掛け、あいさつの推進で児童・生徒の安全を確保する。
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④ 環境衛生部会
〈活動方針〉
　美しいまちづくりの取組みの一環として花いっぱい運動並びにクリーンアップ活動

（ごみ拾いなど）を学校と連携して引き続き行う。また、ベッコウトンボをはじめとする
希少・貴重な生物が住む各地にある小さな自然や景観の保全を関係機関と連携して行う。

〈具体的活動〉
　◇美しいまちづくり活動
　　・�花いっぱい運動をさらに進める。県道沿いの花壇やコミュニティーセンター前の

ミニ公園の花壇の維持・管理を地域住民の参加のもとに行う。
　　・�小学校、中学校と地域住民との合同クリーンアップ活動を充実させていく。
　　　　… 参加者や開催回数の増など多くの住民の参加を目指して取り組む。
　◇自然環境、景観の保全活動
　　・希少生物のベッコウトンボの保全活動を関係団体や学校と連携して行う。
　　・�校区内に点在するため池や川、水路、神社の森、そして干潟などで保全・景観維

持が望ましい個所については、清掃などによる保全活動に取り組む。

⑤ イベント部会
〈活動方針〉
　「納涼盆踊り大会」、「ふれあいわいわい祭り」など、全住民が参加できる大会の継続
と共に世代間交流や地域在住の外国人との交流事業、健康に関わる大会など新たな企画
を取り入れながら校区内の交流人口の増を目指す。

〈具体的活動〉
　・�「納涼盆踊り大会」、「ふれあいわいわい祭り」、「国際交流事業（グラウンドゴルフ

大会など）」は、継続して取り組む。
　・�過去に実施した「３世代交流運動会」や「地域内ウォークラリー大会」などの実績

のある大会については、今後の実施（開催）対象候補の大会とする。
　・�これら大会の実施において企画から参加できる若い世代を含めたイベント部会員の

募集活動を推進する。
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５．10周年記念事業 実行委員会役員・編集委員

役　　職 氏　　名 協議会の職名 所属作業部会

実 行 委 員 長 萩 原 道 信 会　長 総 　括

副実行委員長 木ノ下　正　弘 協育部会長 アンケート計画部会長

実 行 委 員 梶　屋　美恵子 福祉部会長 記念誌部会

〃 小　西　久美子 副会長 　　〃

〃 友 松 貴 子 福祉部会副部長 　　〃

〃 小　西　美恵子 協育部会副部長 　　〃

〃 武 本 奈 々 福祉部会員 　　〃

〃 於 久 光 正 顧　問 　　〃

〃 宝珠山　照　人 元事務局長 　　〃

〃 黒 川 純 廣 前イベント部会長 　　〃

〃 足 立 圭 司 環境衛生部会長 アンケート・計画部会

〃 池 部 祝 子 福祉部会副部長 　　〃
〃 木　戸　千恵美 協育部会員 　　〃

〃 阿　部　加津代 協育部会員 　　〃

〃 山 下 靖 子 協育部会員 　　〃

〃 高 橋 利 幸 イベント部会副部長 　　〃

〃 山 本 一 仁 イベント部会副部長 　　〃

編 集 委 員 金 丸　　 隆 事務局長

〃 川 合 俊 人 副会長

〃 近 松 昭 二 元環境衛生部会長

〃 阿 部 久 人 総務部会員（自治委員）

〃 川 口 正 次 　　　　〃

〃 小 西 義 典 　　　　〃

〃 久 保 一 幸 　　　　〃

〃 田 中 初 男 　　　　〃

〃 永 吉 秀 樹 　　　　〃

〃 日 浦 希 史 　　　　〃
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６．活  動  年  表
年度 年 月 いきいき今津 今津校区及び中津市
平
成
25
年
度

25 12 今津公民館が「公民館活性化に向けた調査研究事業」のモデル公民館
として大分県より指定を受ける。

26 3 今津校区地域づくりアンケート実施

平
成
26
年
度

26

4 中津市総務部まちづくり推進課地域活性
化室（旧今津公民館内に）設置

5 今津校区まちづくり協議会設立準備委員会結成

7
いきいき今津まちづくり協議会設立総会開催
今津公民館から「今津コミュニティーセンター」として開館
花壇づくり・花植え

8 中津市長との懇談会

27
1 OBS「おおいた捕物帳」出演
2 今津地区全体会議
3 第5回中津市「協育」フォーラムで活動発表

平
成
27
年
度

27

5 今津小学校4,3年生と五十石川水質・生き物調査及びベッコウトンボ
観察会

8 第1回今津校区納涼盆踊り大会

10 全国社会教育研究大会大分大会で「コミュニティーセンターを核と
した住民主導の地域づくり」を発表

11
今津中学校1年生と史跡巡り
第8回今津校区ふれあいわいわい祭り（共催）

12
クリーンアップごみゼロデー
第1回ふれあいサロン開催
県道沿い花壇の花植え

28

1
「部長・副部長定例会」
協育講演会「子ども達を見守り育む大人の輪づくり」

2
ミニ公園花植え
地域発「活力・発展・安心」デザイン実践交流会（安岐町「梅園の里」）
で今津まちづくり協議会の取組みを発表

3 文科省の「優良公民館表彰（東京都）」受賞

平
成
28
年
度

28

4
いきいき今津まちづくり協議会　総会

第3次地域福祉計画・活動計画の策定に向
けたワークショップ開始（今津コミュニ
ティーセンター）

第2回ふれあいサロン

5
ベッコウトンボ観察会
第1回今津校区三世代交流運動会
今津小学校4年生と五十石川水質及び川の生き物調査

6 県道沿い花壇の花植え

7
第3回ふれあいサロン
親子ふるさと歴史探訪

8

第1回うた声サロン
今津小学校4年生と五十石川水質及び川の生き物調査五十石川自然観
察会
第2回今津校区納涼盆踊り大会

9 第2回、第3回うた声サロン

10
今津小学校6年生と親子史跡巡り
三光地域活動実践交流会でいきいきの取組みを発表
今津小3年生と地域探訪（ネギ畑ほか）

11 第9回今津校区ふれあいわいわい祭り

12
第4回ふれあいサロン
第4回うた声サロン

29

1 協育講演会「子どもの居場所と家庭・地域の役割」

2

ミニ公園花植え
今津小4年生「中津の干潟の果たす役割」学習支援
宇部市より視察団来訪「いきいき今津まちづくり協議会の取組みにつ
いて」
杵築市東山香住民自治協議会より視察「いきいき今津まちづくり協議
会の取組みについて」
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年度 年 月 いきいき今津 今津校区及び中津市

3 今津コミュニティーセンター定例会義（これまでの「部長・副部長定
例会」から移行）

中津市第3次地域福祉計画・活動計画策定
（平成29年度~令和3年度）

平
成
29
年
度

29

4
いきいき今津まちづくり協議会総会
第5回ふれあいサロン

5
ベッコウトンボ観察会
今津中1年生　ミニ公園草取り 犬丸天満宮御開帳についての講話

6

今津小4年生と川の学習
県道沿い花壇の花植え
今津小5年生と田植え
クリーンアップごみゼロデー

7 第6回ふれあいサロン

8

うた声サロン
今津小学校グラウンド草取り
第3回今津納涼盆踊り大会
今津小　平和学習「今津における戦争体験」

10
今津小6年生と史跡巡り
クリーンアップごみゼロデー

11

今津小5年生と稲刈り
先進地視察研修「上宇部ふれあいセンター」
第10回今津校区ふれあいわいわい祭り
伊万里市山代町自治公民館長会が視察研修で来訪

12
県道沿い花壇の花植え
第7回ふれあいサロン
うた声サロン

30
1 協育講演会「キラキラ輝く夢を育てるステキな応援方法」
2 文部科学省が視察のため来訪
3 第2回今津校区三世代交流運動会

平
成
30
年
度

30

4
第8回ふれあいサロン
いきいき今津まちづくり協議会総会
うた声サロン

5 ベッコウトンボ観察会

6
今津小5年生と田植え
県道沿い花壇の花植え
都城市山田地区自治公民館連絡協議会が視察研修で来訪

7

今津中学校で認知症の寸劇
第9回ふれあいサロン
うた声サロン
今津小学校平和学習「今津における戦争体験」

8
今津小学校運動場草取り
第4回今津校区納涼盆踊り大会
今津小4年生に「犬丸川（五十石川）の思い出」講演

9 今津小4年生と犬丸川の水生生物調査

10
今津小6年生と史跡巡り
豊後高田市草地公民館が視察研修で来訪
クリーンアップごみゼロデー

11

今津小5年生と稲刈り
第11回今津校区ふれあいわいわい祭り
今津小学校で「子ども環境サミット」
都城市山田地区自治公民館とまちづくり協議会へ視察研修
今津小学校持久走大会　支援

12

玖珠地区コミュ二ティ運営協議会が視察研修で来訪
県道沿い花壇の花植え
うた声サロン
第10回ふれあいサロン

31

1
今津小5.6年生へ認知症紙芝居
今津小学校で協育講演会

2
今津小1年生に「昔の遊び体験」支援
今津小学校 なわとび集会　応援
今津小3年生に「七輪体験」支援
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年度 年 月 いきいき今津 今津校区及び中津市

3
今津中2年生が調理実習
中津市協育フォーラム参加（小楠コミュニティセンター）
第3回今津校区三世代交流運動会

平
成
31
年
度

31 4
第11回ふれあいサロン
第1回今津校区学校運営協議会（コミュニティ・スクール）
今津小3年生とベッコウトンボ観察会

令
和
元
年
度

1

5 うた声サロン

6

第1回今津校区学校応援団実行会議
今津小5年生と田植え
県道沿い花壇の花植え
今津小2年生がリトミック（音楽に合わせて身体を動かす）

7
第12回ふれあいサロン
うた声サロン

8
今津小学校運動場草取り

地域振興・広聴課（地域活性化室）が「今
津校区の活性化について」（提言書）をま
ちづくり協議会に寄贈

第5回今津校区納涼盆踊り大会
元年度第2回学校運営協議会

9 今津小学校で授業参観・夏休み作品展

10

今津小5年生が社会見学（ダイハツ、TOTO）　安全指導
今津小4年生と川の学習
今津小6年生と史跡巡り
クリーンアップごみゼロデー

11

今津小5年生と稲刈り・脱穀
第12回今津校区ふれあいわいわい祭り
今津小5年生と地魚料理教室
今津小4年生と川の学習
福岡県春日市（コミュニティスクール先進地）へ視察
今津小学校持久走大会　支援
県道沿い花壇の花植え

12
第13回ふれあいサロン
うた声サロン

2

1 今津小1年生と昔の遊び体験　支援

2
今津小学校なわとび集会　支援
今津小学校5年生「家庭科」　ミシン補助
元年度第3回学校運営協議会

3 今津コミュニティーセンター「5年間のあゆみ」（映像）作製 市地域活性化室が旧今津公民館から市本
庁へ移転

令
和
２
年
度

2

4 *コロナ禍で定例会議、行事等が中止（5月まで）
市が地域振興係として久保氏をコミュニ
ティーセンターに配属・着任（令和3年度
末まで）

6

今津コミュニティーセンター定例会議
2年度第1回今津校区学校応援団実行会議
2年度第1回学校運営協議会
今津小5年生と田植え
県道沿い花壇の花植え

8
まちづくり協議会で打上げ花火
2年度第2回学校運営協議会

9 今津中学校の校庭草取り

10
クリーンアップごみゼロデー
今津小5年生と稲刈り

11

うた声サロン
今津小学校持久走大会　支援
今津中学校文化祭　鑑賞
県道沿い花壇の花植え

12
冊子「ふるさと今津」発行（今津郷土史の会）
今津小1年生「昔の遊び体験」支援

3 1 今津小5年生「家庭科」　ミシン補助
2 ミニ公園「芝桜苗定植」
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年度 年 月 いきいき今津 今津校区及び中津市
3 2年度第3回学校運営協議会

令
和
３
年
度

3

4 いきいき今津まちづくり協議会総会

6

3年度第1回今津校区学校応援団実行会議
今津小1.2年生とサツマイモ苗植え
県道沿い花壇の花植え
今津小5年生と田植え
今津小3年生に毛筆　支援
学校地域協働活動研修会（豊後高田市真玉）でまちづくり協議会の取
組み発表

7 第14回ふれあいサロン

8 今津幼稚園、今津小学校校庭・運動場草取り 第4次地域福祉計画・活動計画の策定に向
けた今津校区作業部会発足

9
今津中学校校庭・グラウンド草取り
第15回ふれあいサロン

10
今津小4年生　川の学習、犬丸川水生生物調査
今津校区三世代交流ウォークラリー大会
クリーンアップごみゼロデー

11

今津小5年生と稲刈り
今津小1,2年生とイモ掘り
お買い物バスツアー
今津小学校持久走大会　支援
県道沿い花壇の花植え

12
日田市東有田公民館運営委員会が視察研修で来訪
今津小1年生昔の遊び体験　支援
第16回ふれあいサロン

4 3

「ふるさと今津（平和学習編）」発行
今津コミュニティーセンター防災訓練
令和4年度第2回学校応援団実行会議

「いきいき今津まちづくり協議会」と「今津郷土史の会」が中津市教
育長表彰を受賞

中津市第4次地域福祉計画・活動計画策定
（令和4年度~8年度）

令
和
４
年
度

4

4
いきいき今津まちづくり協議会総会
第17回ふれあいサロン

5
今津小3年生とベッコウトンボ観察会 今津小学校今津タイム・スタート
中国・四国・九州生涯教育実践交流会（福岡県篠栗町）でいきいき今
津まちづくり協議会の取組みを発表

6
今津小4年生と川（犬丸川、五十石川）の学習
県道沿い花壇の花植え
今津小5年生と田植え

7
第18回ふれあいサロン
幼稚園・小学校・中学校の環境整備（除草剤散布）

8
今津小学校除草作業（学校・保護者・地域）
第6回今津校区納涼盆踊り大会

10
大分県西部地区総合防災訓練に今津校区として参加
クリーンアップごみゼロデー

11

今津小5年生と稲刈り・脱穀
今津中2年生と調理実習
国際交流グラウンドゴルフ交流会
今津小6年生　校区史跡巡り
お買い物バスツアー
今津コミュニティーセンター祭り
県道沿い花壇の花植え

12
今津小学校持久走大会支援
今津中学校「ふるさと再発見」学習発表
第19回ふれあいサロン

5

1 中津市北部公民館が視察研修で来館

2

今津の学校と地域に対して「文部科学大臣表彰」
「ひとづくり・地域づくりフォーラムIN山口」でいきいき今津まちづ
くり協議会とコミュニティ・スクールについて発表
今津小2年生かけ算九九チャレンジ大会
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年度 年 月 いきいき今津 今津校区及び中津市

3
今津小1年生と昔の遊び
今津小5年生「家庭科」　ミシン補助

令
和
５
年
度

5

4

いきいき今津まちづくり協議会総会
第20回ふれあいサロン
5年度今津小学校今津タイムスタート
今津小3年生ベッコウトンボ観察会

5
国際交流グラウンドゴルフ大会
第1回今津校区学校応援団実行会議

6
県道沿い花壇の花植え
今津小5年生と田植え

7 第21回ふれあいサロン

8
第7回今津校区納涼盆踊り大会
今津中学校運動場環境整備（除草剤散布）

9 うた声サロン

10
今津小4年生　川の学習（犬丸川の生物）
クリーンアップごみゼロデー

11
今津小5年生　稲刈り・脱穀
第13回今津校区ふれあいわいわい祭り
長門市三隈自治会連絡協議会が研修視察で来訪

12
今津小1年生昔の遊び支援
第22回ふれあいサロン

6
1 今津小6年生ミシン補助（エプロンづくり）
2 うた声サロン
3 今津中2年生調理実習（だんご汁）

令
和
６
年
度

6

4
いきいき今津まちづくり協議会総会
第23回ふれあいサロン
国際交流グラウンドゴルフ

5
今津小学校3年生ベッコウトンボ観察会
今津小学校今津タイムスタート

6

6年度第1回今津校区学校応援団実行会議
今津小学校（幼、1,2年生）さつまいも苗さし
今津中学校 花壇・プランター花苗植え
今津小5年生　田植え
県道沿い花壇の花植え
国際交流（花植え・グラウンドゴルフ・昼食会）

7 第24回ふれあいサロン
8 第7回今津校区納涼盆踊り大会
9 うた声サロン

10 今津小4年生 犬丸川の生き物調査

11

今津小5年生 稲刈り、脱穀
第14回今津校区ふれあいわいわい祭り
今津小6年生 史跡めぐり
今津小5年、6年生 ミシン補助
県道沿い花壇・ミニ公園花植え
お買い物バスツアー

12
今津中学校 花壇・プランター花苗植え
第25回ふれあいサロン

7

1
今津中2年生 調理実習補助（だんご汁）
うた声サロン

2 今津小2年生 かけ算九九暗唱大会

3 今津小1年生昔の遊び　支援
6年度今津校区防災体験研修会
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いきいき今津まちづくり協議会

住民主導でまちづくりを進めるためのコミュニティ組織
愛あふれるまち今津  愛するわがまち今津

周防灘（豊前海）
中央に見える構造物は、「宇佐海軍航空隊遺跡・艦爆標的跡*」
＊艦爆標的とは、艦上爆撃機が急降下爆撃の訓練を行った標的

犬丸川・五十石川の河口から見た景観

10年の歩み＆これからの10年

平成26年７月１日発足
愛称「あい☆いまづ」

今津校区
小学校１校　157人
中学校１校　104人
自治区　７

いきいき今津まちづくり協議会

大分県中津市今津
人口 ………  3,743人
世帯数 …… 1,999世帯
60歳以上 … 約40.3％
20歳以下 … 約13.9％

（R7.1.31現在）




